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(57)【要約】
【課題】　今までのラップの刃は直線（ラップに対して
）だったため切りにくかった
【解決手段】　ラップの刃をゆるやかなＶの字にする事
によりラップが切りやすくなり。力点が一点に集中させ
る事ができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　従来、ラップの切り口は刃が一直線になっており、力点が一点に集まらない為大変ラッ
プが切りにくかった。しかし本発明はラップの刃がＶの字になっている為、力点が一点に
集中し切りやすくなったラップの刃。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明はラップの刃を直線からＶの字にすることで効率的にラップが切れる様にしたも
のである。
【０００２】
　上記の事由によって親指でまん中を押さえて切るだけで、使いにくかったラップの切り
方が簡単になった事。
【０００３】
　またラップで包む皿や茶碗は丸い物が多いのでひき出したラップの先をつけて包むやり
方が比較的楽にできる。
【０００４】
　そして切ったラップを引き出す際にも先がとりやすいのが利点である。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本発明の斜視側面図
【図２】本発明の上面図
【符号の説明】
【０００６】
　１、ラップの箱
　２、ラップの刃
　３、ラップ
　４、皿、ｅｔｃ、
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